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研究成果の概要（和文）：本研究は、平等主義を標榜する人々の心の中に、格差や不平等を

容認し正当化しようとする態度が潜んでいることを、日本的学歴階層社会の捉え方の検討

を通して検証した。人々は、ある次元での格差は別の次元で解消されるはずという推論を

導く暗黙の信念である「相補的ステレオタイプ」もしくは「相補的世界観」に依存するこ

とで格差に起因する痛みを緩和し、学歴社会を肯定していることが明らかになった。 

 

研究成果の概要（英文）：The present research demonstrated that, contrary to an 
egalitarian view, people are unconsciously inclined to justify the exiting unjust social 
order. Specifically it was found that complementary-world view mitigates pains 
stemming from the Japanese academic pedigree society by ascribing compensating 
virtues to the disadvantaged and corresponding vices to the advantaged, creating an 
illusion of equality. 
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１．研究開始当初の背景 

一億総中流社会と呼ばれていた日本で、社
会経済状況が変化し、格差、不平等問題に関
心が高まってきた。そのようななか、格差を
是正すべきであるとする一般論とは裏腹に、
われわれは格差を容認する態度を潜在させ
ていることが社会心理学の分野で指摘され、
その背景にある要因を探る必要性があった。 

また、申請者はそれまで、自己防衛機制に
基づく個人レベルの認知と社会のマクロ構

造の間にある連関の構図を解明するという
視座から、不本意な社会的アイデンティティ
（不本意な集団所属により集団脱同一視を
起こすこと）がいかにして集団の序列に基づ
いた差別的認知を誘発するか、また、それは
どのような社会システムのもとで起こりや
すいかについて研究を行っていた。そして、
日本の学歴社会のように集団間序列（i.e., 大
学間序列）が人生のさまざまな局面で偏重さ
れる社会、あるいはそのような信念が広く共
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有されている社会では、その重みが限局化さ
れていると信じられている社会に比べ、不本
意な社会的アイデンティティをもつ人間を
生み出しやすいこと、また不本意なアイデン
ティティに起因する脅威への自己防衛反応
として所属集団より下位の集団を貶価する
傾向があらわれやすいことを見出した。これ
は、個人レベルの認知機制が既存の社会の階
層構造を維持強化する方向に作用している
ことを意味する。本研究においても、同様の
視座から、個人レベルでの相補的認知が社会
のマクロ構造といかに関連するかを検討し
たいと考えた。 

 

２．研究の目的 

(1) 社会に存在する格差や序列を容認する心
理機制を他者や集団の認知において使用さ
れる相補的ステレオタイプと関連づけなが
ら明らかにする。 

(2) 相補的ステレオタイのリアリティを減じ
ることが、社会的格差の是正に人々を動機づ
ける方策として有効か否かを検討する。 

 

３．研究の方法 

（１）まず、大学生を対象に予備調査を実施
し、本研究で使用する種々の尺度（システム
正当化尺度、相補的世界観尺度、学歴社会へ
の態度尺度、大学同一視尺度）の信頼性と妥
当性を検討した。 

（２）大学間の序列に基づいて評価対象の大
学を提示するため、回答者の所属する大学と
の相対的地位差が妥当であるかを予備調査
によって確認した。 

（３）社会人を対象に質問紙調査を実施し、
相補的世界観が学歴格差社会の捉え方にど
のように影響するか、学歴社会において優位
に立つ高学歴者と劣位に置かれている低学
歴者によって、それはどのように異なるかを
検討した。 

（４）大学生を対象に質問紙実験を実施した。
学歴社会において自分より優位に立つ集団
の人間（序列が上位の大学の学生）と劣位に
立たされている人間（序列が下位にある大学
の学生）について能力的特性（地位関連特性）
と対人的特性（地位無関連特性）の両次元で
評価するとき、相補的ステレオタイプが適用
されるかどうか（両次元での評価が相補的に
なるかどうか）、相補的ステレオタイプに基
づく認知が格差に起因する心的葛藤を緩和
し学歴社会の正当化を導くかを検討した。 

（５）大学生を対象に、シナリオを使用した
質問紙実験を行った。相補性を否定する事例

（社会的な成功者は能力面でも人格面でも
すぐれており、失敗者は両方において劣って
いることを示す事例）を提示することにより、
平等幻想が取り払われ、既存のシステムの不
条理や矛盾に対する感受性が増すかどうか
を検討した。 
 
４．研究成果 
成果の概要 
＜2007 年度の成果＞ 

（１）日本の学歴社会システムを正当化す
る動機を測定するための尺度を作成し、大
学生を対象に実施した調査により信頼性と
妥当性を確認した。 

（２）日本社会における学歴による地位差
と相補的ステレオタイプが連関しているか
どうかを検証した。大学生を対象に所属大
学より学力水準が上位の大学の学生と下位
の大学の学生を能力特性と対人特性につい
て評価させたところ、集団レベルでも対人
レベルでも相補性が認められた。また、上
位の大学の能力評価と下位の大学の社会性
評価の間、下位の大学の能力評価と上位の
大学の社会性評価の間に正の相関関係が見
られるなど、全体として相補的世界観を維
持せんとする傾向が認められた。 

 

＜2008 年度の成果＞ 

相補的ステレオタイプの効果が顕現化も
しくは低減しやすい条件を明らかにするた
め、内集団高揚動機とシステム正当化動機の
関係を検討したところ、以下の知見が得られ
た。 

（１）大学生の場合、所属大学への自己同一
視の程度が高いほど、内集団高揚動機が強く
喚起されたときほど、全体として相補性を顕
著に示した。 

（２）上位の大学に対する評価にみられる相
補性は内集団高揚動機が高まるときに学歴
社会への正当性と関連性を示したが、下位の
大学の評価にみられる相補性は内集団高揚
動機の高低にかかわらず、学歴社会の正当性
と関連することが確認された。 

 

<2009 年度の成果＞ 

（１）なぜ相補的ステレオイプがシステム正
当化を導くのかを大学生を対象にシナリオ
実験を行い検討した。その結果、相補的事例
への接触が、成功者と失敗者の間の幸福格差
を解消し平等幻想が生成されること、その結
果として格差を生み出す社会システムが正
当化されることが明らかになった。 



（２）社会人を対象に質問紙調査を実施し、
相補的世界観が、学歴、性別、年齢にかかわ
りなく、現行の日本社会全体の肯定に結びつ
くこと、また学歴格差自体の認識を抑制する
ことが明らかになった。 

 

＜2010 年度の成果＞ 

（１）相補的ステレオタイプがどのような心
的過程を経て学歴格差社会の容認に結びつ
くかを複眼的に検証した。大学生を対象に所
属校より学力水準が上位の大学と下位の大
学の学生について能力特性と対人特性での
評価を求め相補性の指標を算出した。併せて、
学歴社会を肯定する態度、所属大学への自己
同一視を測定した。その結果、上位校に対す
る相補的認知は、内集団高揚動機との葛藤を
解消することによって、下位校に対する相補
的認知は、平等主義世界観との葛藤を解消す
ることによって、学歴主義の肯定化を促進し
ていることが示唆された。 

（２）相補的ステレオタイプの効果が顕在化
しやすい境界条件についてもシナリオ実験
により検討した。その結果、相補的事例への
接触により成功者と失敗者の幸福格差が解
消されたように知覚され、現行の社会システ
ムが正当化されるのは、成功と失敗が本人の
コントロールの及ばない要因によってもた
らされたと知覚されたときに限定されるこ
とが明らかとなった。 
 
成果の意義 

（１）人々を格差の容認に向かわせる要因は
さまざまあるが、本研究により個々人が保有
する相補性に関する誤った信念や世界観が
一因であることがわかった。相補的ステレオ
タイプの効果は、欧米の研究者により指摘は
されていたが、それが日本的学歴階層社会に
おいても妥当性をもつことが示されたとい
える。 

（２）欧米の研究では、相補的ステレオタイ
プがシステム正当化を導く心理過程につい
ては十分明らかではなかったが、本研究によ
り、その詳細が明らかになったことは大きな
意義があるといえる。すなわち、相補的ステ
レオタイプがシステム正当化を導くのは、成
功者と失敗者の地位関特性（能力次元）での
差異が、地位無関連特性（対人特性）におけ
る相補的評価によって解消され、両者は幸福
度において同等であるという知覚を介して
いる点、また、相補的認知は、上位集団に対
する場合と、下位集団に対する場合とでは、
背景にある動機が異なるという点は、本研究
が新たに見出した重要な知見である。 

（３）本研究は、社会の階層構造の維持にお

いて相補的ステレオタイプの果たしている
役割を検討することを通して、個人レベルの
認知機制と社会のマクロ構造の間の相互連
関の構図の一端を描き出すことができ、個人
内過程の分析に集中しがちであった社会認
知研究に新たな地平を切り開くものとして
注目に値する。 

（４）本研究は、格差が拡大し階層の固定化
が進行しつつある日本社会の現状を実力主
義への転換の結果であると受けとめ、これを
正当化する風潮の背後に、人々が自身でも気
づかぬ心理が働いていることを示した。これ
は、社会学や経済学とは異なる切り口で格差
問題に迫るものであり、社会一般に対して大
きなインパクトを持ちうると考えられる。 
 
今後の展望 

（１）本研究では、非相補的事例への接触が
相補的ステレオタイプもしくは相補的世界
観のリアリティを減じ、人々に現行のシステ
ムの不条理を認識させることが可能になる
のではないかと考えていた。しかし、非相補
的事例への接触は、相補的事例とは異なる心
理機制により、システム正当化を導くことが
示された。これは当初の予想を裏切るもので
あった。したがって、本研究では、格差是正
に人々を動機づける方途については明らか
にできなかったことになる。しかしながら、
相補的ステレオタイプの効果の境界条件が
わかり、人生や環境に対する個人の統制感覚
の低下が、相補的世界観への依存を強めるこ
とが示唆された。よって、今後は、個人の統
制感覚とシステム正当化過程の関係をさら
に追究していきたいと考えている。 

（２）また、本研究は、当初、潜在指標を用
いた検討を計画していたが、時間的制約によ
り、それを実現することができなかった。そ
のため顕在指標のみの検討となり、それが結
果に影響を与えた可能性がある。今後は、意
識的な修正が困難な潜在指標を用いてシス
テム正当化の深層過程に迫りたいと考えて
いる。 
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